
















































定信の口吻はひどく自嘲めいている。たしか 二、三年を費やして写し終えるつもりの源氏物語の書写を八ヶ月ほどで完了してしまい、さて次は何を写そうかとさらなる獲物に食指を伸ばそうというのだから、それが所詮「ゑ なきもの」 であるとの自覚を伴っているだけに、 もはや古典を書きうつすことそのものが自己目的化しているかのようで、「写病」とはじつに言い得て妙である。
 











定信自身は『花月日記』の中で「細写」 「細字の小冊」 「さゝや に書」などさまざまな表現を用いているが、これ
らは大別して次の二種類の様式での写本製作を指すようだ
。ひとつは文字と書型の双方が小さ 場合、いまひとつは
























































袋綴装。緞子表紙（一一・三×一七・二糎） 。書写奥書「久しくこ ものかた を手まさくらさり て又ことし




なけれはなといふ のかれこ にとやいはま うちの巻は又年月たちて ちのたのしみにせんとのこし置たるも余に事の名残なくものしとけんははや心にか るものなれはなり／文化乙亥五月十日」 （竹川末尾） 「うちのまき〳〵は年月たちてかきものさんとおもひて竹川の巻の終にそ よ
しかいたるかいとかゝまほしかりけれはまた十日より書も
のしてけり筆とりかやうなるものにむかへはい 心すむやうにおほゆれはおもほえすかくはも たりいと御てはやくかいなすと人々いふされとこれ みなすに あら よそよりせ そこあ らへ き庭いく ひか打めくりあるは哥よみものな みるそのひまにか なくり侍ぬのみなり若き時より戌のときをこして書もの ることなしたゝいさゝかも うなき事いはすたゝいたつらに居る となしたゝこ よ なき事いふとも手つかねて居たる今はいと時うつすものならん しこのものか もこたひまた五た
きぬあすよりは万葉集をうつさんとすそれもはや一部はう








袋綴装。一冊。裂表紙（一一・三×一七・一糎） 。楮紙。奥書は次節参照。岡村清兵衛寄贈。 『花月日記』文化十三年四月二十五日条に「廿三日より、いせも が り、うつし
物しが、其日は、朝は萩の侍従、ひる過るころより、つな






袋綴装。緞子表紙（一一・二× 七・二糎） 。書写奥書「文化十四年正月元日うつしおはりぬこ も かた はこ ま
風雅と教誡（一戸） 









袋綴装。緞子表紙（一〇・七×八・五糎） 。書写奥書「文化十四年丁丑正月七日／楽翁書」 。 『花月日記』同年同月九日条に、
 








































































































大和綴。緞子表紙（五・五×五・四糎） 。奥書「八月三日より朗詠集を書写し十日に至りておへしかはまたそれよりうつしそめて十一日におへぬ」 （若菜末尾） 、 「文政元年戌寅 月十二日／楽翁」 「ふたとせみとせも かりものしなんと思へり かまた例のものいそきのやまふにてうちの巻のあ
たりよりはいはゝ水にけるをしうけき事はいふも更なり
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五日六日かゝりて、かなづかひの小冊をかき終りぬ。古今六帖は、い 引のばして、みとせ斗も ゝりてものせんとおもへば、この比十日ばかりも書ず。かくとても、一 二枚かくおりもありたり。
 
風雅と教誡（一戸） 









政辛巳十二月廿八日写畢／六十四翁」 （上帖） 、本奥書「右両冊愚老令抄書也加校合畢／牡丹花／花押」書写奥書「文政五年正月 日／楽翁六十五歳書」 （下帖） 。箱書「白川楽翁定信朝臣小本細字真蹟也すくれて見事珍重〻／明治十二年十月
 





列帖装。牡丹文緞子後補表紙（七・三×六・三糎） 。内表紙に後筆で「楽翁細字／伊勢物語」と墨書あり。内題なし。印記 「芦沢蔵書」 。 本奥書 「此本者高二位本朱雀院のぬりこめ をさまれりとそ／伊勢物語可祕々々／ （業平略伝・略）／這伊勢物語者京極黃門定家卿息女民部卿局之真翰無疑者也
 
／寬文四〈甲辰〉初冬／冷泉／左中将為清」書写奥書












十六日ごろより思ひつきて、公私 忌日、法号をか 集め、御当家のはじめ、わが家歴代のことなど みやすき









袋綴装。緞子表紙（五・五×五・八糎） 。書写奥書「申三月十三日書始て廿三日におふ」 （新勅撰集上末尾） 、 「文政七年三月廿四日よりかい初て四月廿日におへぬ」 （新勅撰集下末尾） 、 「七年四月廿四日より五月廿四日終」 （続後撰集末尾） 、 「七年五月廿五日よりして六月三日におふ」 （続古今上 六 三日よりして十四日におふ」 （続古今下末尾） 、 「七年六月十五日よりして廿四 ふ」 （続拾遺上） 、 「七年六月廿五日よりして七月五日おふ」 （続拾遺末尾） 、「七年七月六日よりして十五日におふ」 （新後撰集上 、 「七月廿六日畢ぬ。是より玉葉かくへきに家流の外書をみつから書くににそしはらくこの歌集をとたえかちなるへし／文政七年
 
楽翁／新後撰下／七月十六日より始てけり」 （新後
撰集下） 、 「 年八月十 日よりして廿八日おふ」 （玉葉集上） 、 「七年八月廿四日よりして後の八月十四日におふ」 （玉葉集中） 、 壬八月十五日よりして九月廿四日におふ」 （玉葉集下） 、 七年九月廿五日よりして十月十七日 続千載集上之上） 、 「七年十 八 十一月十三日畢」 （続千載 上之下） 、 「七年十一月十四日よりして廿四日に畢」 （続千載集上之上） 、 「七年 一月廿五日よりして 二月三日に畢」 （続千載集下之下） 、 「八年正月廿四日よりして二月十一日畢」 （風雅集） 二月よりして四月〔以下、ノドと重 り判読不可〕 新千載 十二 三て廿日終」 （続後拾遺 ） 、 二月廿一日よりして廿七日畢」 （続後拾遺集下） 、 「七年十二 八年正月二 畢 風雅集上之 八 正 三日よりして七日に畢」 （風雅集上之下 、 八年正月八日よりして廿七畢」 （風雅集下之上） 、 「八年四月二十七日 五 十 畢」 （新千載集上之下） 、 「五月十一日始六月十二日畢」 （新千載集下之上」 ） 、 「八年六月十三日よりして廿一日畢」 （新千載集下之下） 、 「六月廿二日初七 朔日畢」 （新拾遺集上之
風雅と教誡（一戸） 
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あった。これらの細写本はその書型や文字 小 さか いって実際に読むために製作されたとは考えがたい。豪華な表紙を付され、 一括して箱に収められたこれら細写本の一群は、 机上を飾る雅趣あふれる調度品にほかなら かった。その箱書から年賀の祝儀として下賜されたものであることが明 かな㉖『秀歌之躰大略 存在も、定信の細写本が一種の調度品として製作されていたことの証左と ろう
 
なおこのほか『花月日記』には文政三年十二月廿九日条に「この比、戒政茗話の書入をなし、例の細書小冊などし、
おり〳〵大般若 かけしを補ふ」 、文政四年正月九日条に「こぞより、あるは大般若の切やぶれたるを書たしなどし、又は細字の小冊などうつしぬ」 、文政四年十二月十日条に「この比、物かくものなければ、例の戯にうた ことばなど
風雅と教誡（一戸） 













さで制作される場合とがあるこ を述べたが、現存資料に照らす限り、後者の様式は文化八年から文化十四年正月までの間に製 ているのみで、それ以降はすべて前者の様式で細写 が作製され いることがわ る。定信の歌書製作は小 な料紙に細字で書くという豆本の様式が最終的に落ち着きどころとなって ったようだ。
 
ここで豆本と歌書との関係について整理しておこう。あらためて豆 （雛本・特小本）を厳密に定義しようとする
となかなか難しいが、枡形本ならば通例の六半本は小さくても一辺が十三糎ほ なので 最長 一辺がそ よりもさらにひと回り小さい、おおむね十二糎以下 ものを と
呼んでひとまず差し支えないかと思われる。ところで、中
世期までに製作された豆本形態の歌書の古 本 現存例はさほど多くはない 、極端に珍しいわけ も い。たとえば豆色紙と総称される伝九条良経筆『拾遺和歌集』は、縦横が八糎に満 な 程度 断簡（鎌倉初期写）で、もと極小の枡形本であったと て る。 同様に古筆切では伝承筆者を後光厳天皇とする縦横九・八糎前後の室町期写 『竹




































が定信の筆写本の奥書をいくつか紹介しな ら以下のように説明してい 。曰く「古典尊重の念」 、 「己れ 空しう
風雅と教誡（一戸） 
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りに来り給ひ、ひる過るころにかへり給へはつな子のまた来りてくるゝまて物かたりなとし給ふ。あけの日は事なく雨さへふれはいとつれ〳〵なれはおほくかきゐたり。けふはあその朝かほと来り給へは、なをも打すてゝものかたりしぬ。かへり給 てかきたれは未の半には やお
へにけり。きのふ斗かきたる中なれとも、それもひか
なうちさむか けれはいさゝか杯なと傾けて たはら方ものらよい出てものかたりなとした 行は戌のときには例のこと是らをやめてけ 。ぬるま うやうの事故由は
神気のとけきらぬやうにおほゆれは戌の時よりは物も
かゝて気力をやし ひ戌の半にぬるの定りたつる り。され きのふまてもさしてか□しま にはおほえさりしかかくはおへにけり。老行に随ひてかく細やかにかくは目
のいまたくらからすめかねなと よむことなきをおふ











彼は経書や史書の類ではなく、歌書や物語 いった本邦の仮名書きの古典文学に ぼ限定して細写を行ったのか。伊勢物語や源氏物語に描かれてい ような王朝人たちの情緒
や生活の諸相を細写し、美麗な表紙や箱を誂える行為の
風雅と教誡（一戸） 
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捨てられている。真淵学からの明らかな影響がみてとれるが、それに加 て、いにしえ 詩歌を読むことを通じて人情の諸相を理解す ことが、良き統治や人格陶冶という実利的な効用に繋が うるという発想がここに明白に表明されている点が注意され こうした文学観 伊藤東涯、荻生徂徠から堀景山、そし 本居宣長へと至る思想的系譜












さて恋の道は人々つゝしむ道を、など古のみだりがはしきにならひてよみ侍らんや。今はまた恋の山路にたちいらざるものも、古への人のよみおきし歌などにならひて、めた よみ侍るはいかなる事ぞ。それにては情をあらはすといへるに至らんか。よし其恋の情にか ひたればと かぞいろなんど さら り。人などにもみすべきものにしあらず。古 物語なんどにも多くある事にて、人
のむすめをぬすみ出し、あるは貴き人にもしのびて心
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たことに起因 る。実父田安宗武の影響もあったであろうが、定信ははやくより本邦の文学、とりわけ王朝期の和歌や物語 親しんで だがそれら は当代の性道徳からすると許容しがたい要素が含まれている。定信は徂徠学流の理路を用いて本邦の古典文学を「人情」を知るため
の教材としてある程度まで肯定しながらも、そこに描かれ
た奔放な性愛はあくまで「古 人」 み 許されたものであっ
て、 「今の人」がそれを模倣すべきではないとする。古




し、それらを多数筆写し おきながら、他方でそれは所詮無益な行 であり、単に時の浪費を避けた余技に過ぎないなどと自嘲気味につぶやき、また武家と の本来の職務や武芸 鍛錬を怠 ことはないとつねに言 添えるので
風雅と教誡（一戸） 
























































































3）岡嶌偉久子「松平定信「日記」攷―「花月日記」を中心に―」 （ 『ビブリア』一一〇号、 九九八）に以下の言
及あり。
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14） 『日本随筆大成』新装版第三期第一巻（吉川弘文館、一九七六 四五 頁。
 
（
15） 『楽翁公遺書』上巻所収。成立時 未詳。同書緒言 解題に「大政参与中ノ作ナルヘシ」とあり。署名や奥書
の類を欠く資料だが桑名市立図書館秋山文庫蔵本（三‐一
七八）の巻末に「右の書は白川の大守著述したまひ






二〇〇〇、所収） 、同「 「もののあはれ」を知る道」 （ 『文 』第四巻第四号、岩波書店、二〇〇三） 、高山大毅
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「 「物のあはれを知る」説と「通」談義―初期宣長の位置
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ICHINOHE, WATARU 
This article aims at a comprehensive understanding of the elaboration 
of the Kasho (Waka book) manuscripts by Matsudaira Sadanobu (1788 - 
1829), a daimyō of the Shirakawa Domain who served as chief of the council 
of Elders of the Bakufu and led the Kansei Reforms. Among his writings in 
the later years, we put weight on ones in the mame-bon (miniature book) 
style which Sadanobu called saisha (minutely written). First we organized 
28 of the saisha manuscripts made by Sadanobu, mainly of the Kuwana 
City Museum collection (including extant unidentified ones), and attached 
bibliographical information  when necessary. Subsequently, we reviewed 
the mame-bon style as a traditional style of kasho manuscript making 
since books handwritten by Sadanobu are almost limited to kasho. 
We tried to obtain certain interpretation on Sadanobu's perspective 
toward the roles the manuscript making played in literature together with 
the validation of Sadanobu's view of literature, while paying attention to 
differences and or inconsistencies between Sadanobu's discourse and his  
behavior. We concluded that contradictions and or bullish claims might 
Elegance and Admonition - The making of the Saisha-bon 
Kasho by Matsudaira Sadanobu 
have been seen in his behavior due to the differences between his duties and 
his personal preferences. Specifically, Sadanobu had to represent himself 
morally as the ruler to his dependents and to people surrounding him while 
he loved the elegant world of dynasty literature which had incompatible 
elements with the ethics of the time. 
